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北海道後期高齢者医療のレセプトデータを用いた全数調査

による 2022年～2024年の心不全罹患状況分析
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研究委員 伊藤一輔

演題発表に関連し、開示すべき
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心不全に関しては今まで全数調査がなく、正確な罹患状況が不
明であった。
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背 景

そのため、北海道国民健康保険団体連合会は レセプトデータ を
用いて北海道の心不全罹患状況の解明に取り組んでいる。

目 的

2024年を加えた ３か年のレセプトデータを用いて

北海道の 心不全罹患状況とその傾向 を分析する。

第133回日本循環器学会北海道地方会では、2022年～2023年の
２か年のデータを用いた分析結果を報告した。
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【 対象としたレセプト 】

2022 年 1 月診療分から 2024 年 12 月診療分までの 3 年間の

北海道後期高齢者医療における入院レセプト （約 240 万件）

入院病名に心不全 又は基礎心疾患があり

かつ、

入院直後に利尿薬の注射投与があるもの

を心不全急性増悪による入院として抽出した。

方 法

【 抽出条件 】

入院レセプトは月ごとに作成されているが、複数月にわたる入院件数は連結して1件の入院とした。
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結果 1 ： 年次推移

年
心疾患の病名の
ある入院件数（件）

入院レセプト
全件数 （件）

被保険者数（人）
心不全急性増悪に
よる入院件数 （件）

2022

2023

847,160 770,364 81,901 12,005

867,248 811,966 90,774 12,585

伸び率
2023/2022 102.4 ％ 105.4 ％ 110.8 ％ 104.8 ％

左に占める割合

（14.7 ％）

（13.9 ％）

2024 891,989 843,181 96,747 12,929 （13.4 ％）

2024/2023 102.9 ％ 103.8 ％ 106.6 ％ 102.7 ％
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分析 ： 指数による比較 （2022年＝100）

100.0 
102.4 

105.3 

105.4 

109.5 
110.8 

118.1 

104.8 

107.7 

95.0

100.0

105.0

110.0

115.0

120.0

2022年 2023年 2024年

心不全急性増悪による入院件数

被保険者数

入院レセプト全件数

心疾患の病名のある入院件数



6

結果 2 ： 心不全急性増悪による入院件数と札幌市の平均気温の月別推移
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分析 ： 入院件数と気温の関連
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結果 3 ： 心不全急性増悪による入院件数の二次医療圏別状況
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分析 ： ３年間における地域差の変化
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地域のかかりつけ医と急性期医療機関の循環器内科医を直通電話で結び、相談対応

１ ホットラインによる病診連携 （西胆振）

２ 訪問対応による心臓リハビリテーション （西胆振）

全ての心不全患者に心リハを実施し、退院後も訪問リハで継続

３ 地域の医療介護職種による事例検討会 （北網）

退院後、在宅療養に移行した心不全患者のケア事例の検討と意見交換

４ ＩＣＴによる医療介護の情報連携 （上川北部）

訪問したケアマネージャーがむくみがひどい患者の動画を病院に送り早期受診 など

入院件数が減少している圏域での心不全予防の取組事例
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北海道の後期高齢者医療について、次のことが明らかになった。

① 高齢化が年々進むとともに心不全急性増悪が急増していた。

② 急性増悪の月別発生数と月平均気温は強く関連していた。

③ 急性増悪の発生数は二次医療圏の地域差が存在し、その差

が３年間で拡大していた。

④ 予防に取り組んでいる地域では急性増悪の減少が確認できた。

結 論

レセプトデータの活用で、北海道の心不全の罹患状況が初めて
数値的に明らかになった。

心不全予防対策に極めて有用な基礎データになると考える。


